
                                             平成２４年１月２３日 

 

            日本身体障害者水泳連盟 

「ロンドン２０１２パラリンピック」推薦選手選考委員会 

 

「平成２３年１０月１５日付 『ロンドン２０１２パラリンピック』水泳競技推薦選手選考基

準と方針について」の質問への回答について 

 

 

標記の「基準と方針」について、内容等についての問い合わせが寄せられましたの

で、その回答をお伝えします 

 

           

問１、推薦選手と派遣選手は異なるのですか 

  ロンドン２０１２パラリンピックの日本代表としての派遣は日本パラリンピック委員

会（ＪＰＣ）となります。日本身体障害者水泳連盟（ＪＳＦＤ）はＪＰＣの定めた基準にそっ

て推薦を行います。そのため、推薦選手と呼称しています。ＪＳＦＤが推薦しても、ＪＰ

Ｃで選考されないこともあります。 

 

問２、強化指定選手・育成選手登録をしなくては選考対象にはならないのですか 

  ＪＳＦＤでは強化指定選手・育成選手制度を設けていますが、この趣旨の中に障害

や健康の状態をチームとして把握し、その障害にあったアシストができるように行動し、

助け合うことが含まれています。このように国際大会で戦うには、チームとしての訓練

が必要なため、合宿や海外派遣をお互い重ねることが必要です。以上のことからＪＳ

ＦＤが定める「国際大会強化指定選手制度」等に基づいて指定され、登録をしておくこ

とが前提となっています。国際大会強化指定選手制度については、別途規程などを

ご覧ください。 

 

問３「ＭＱＳ」と「ＭＥＴ」の違いを教えて下さい 

「ロンドン２０１２パラリンピック」参加資格は、水泳競技の種目毎に定め

られている標準記録（ＭＱＳ）を突破していることが必要です。 
また今回の大会では、このＭＱＳ以外にＭＱＳを突破し参加資格を得ている選

手が、他のＭＱＳを突破していない種目についてもエントリー標準記録（ＭＥ

Ｔ）を突破していればエントリーできるという制度を設けています。 
ＭＥＴは、ＭＱＳを突破し、参加資格のある選手にのみ適用されるものです。 

 



 

 

問４、推薦選手決定手続きの中で、「アクレディテーション関係書類」の対象選手をＭ

ＥＴ突破者となっていますが、何故参加資格のないＭＥＴ突破者が対象になるのです

か 

 

  「アクレディテーション」は大会の選手村や競技会場に出入りするための身分証明

書です。この証明書がなければ出入りができなく、事実上参加ができないことになり

ます。 

 

強化指定選手・育成選手の中で１月２１日時点では参加資格のＭＱＳを突破していな

いが、ＭＥＴを突破している選手には、６月４日（参加枠数確定日）までにＭＱＳ突破を

する可能性を考慮して、「参加の可能性のある選手」と広くとらえ、書類の提出を求め

ています。 

 

  「アクレディテーション」のＪＳＦＤからＪＰＣへの提出期限は３月１０日です。形式上

１月２１日以降この期限までに海外大会などでＭＥＴを突破した強化指定選手・育成

選手も対象になりますが、事務的には困難が伴いますので、２月８日までに海外大会

参加などの事前相談が当委員会に必要です。 

 また、３月１１日の静岡記録会の記録でＭＥＴを突破してもＪＰＣ提出期限後の大会

で、対象にはなりませんが、強化指定選手・育成選手でＭＥＴ突破可能性のあると考

える選手は２月８日までに当委員会への事前相談が必要です。 

 

問５、推薦選手決定手続きの中で「推薦調書関係書類」提出の対象選手は、３月１１

日の静岡記録会でＭＱＳ突破者となっていますが、６月４日までにＭＱＳを突破した

選手も追加対象になっています。３月１１日時点ではＭＥＴもＭＱＳも突破していない

選手が、６月４日までの間にＭＱＳを突破した場合は、どのような扱いになりますか 

   

 この選手のケースでは、「アクレディテーション関係書類」が提出されていないことが

想定されます。そのため、ＭＱＳを突破しても対象とはなりません。 

 

 

 

 

 

 



   

問６、ロンドン２０１２パラリンピックに参加できる選手数を教えて下さい。また、それぞ

れの書類提出をする選手数を教えて下さい。 

 

  １月２１日現在では、ＪＰＣ選考基準に該当する「８位以内」にランキングされている

選手は概ね１５名程度です。一方６月４日に「参加枠数」が示されますが、その数につ

いてはわかっていませんので、参加できる数はわかりません。 

 また１月２１日現在、強化指定選手・育成選手で「アクレディテーション」提出対象の

ＭＱＳ・ＭＥＴ突破者数は３０名、「推薦調書関係書類」提出のＭＱＳ突破対象者数は

２２名となっています。 

 


